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函館市小学校長会は、本年度、採用５名の新会員を 

迎え、39名の会員で組織している。 

４月３日には定期総会研修会を開催し、本年度の運 

営方針等を承認するとともに、佐藤会長をはじめとす 

る役員を選出して、令和８年度の活動を開始した。 

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

  函館市小学校長会は、昭和 34 年に結成さ

れ、以来 60年超の永きにわたり活動を続けて

きた。 

  本会は、会員相互が連携・協力して研鑽に

励むとともに、組織の総力を傾注して、今日

的な教育的課題の解決、函館市教育の充実・

発展のために努力してきている。 

  大きな変革が進む我が国の教育のあるべき

姿を的確にとらえ、北海道、そして函館市の

教育行政執行の理念と目的を理解し、学校と

しての役割を果たしていかなければならな

い。 

  各学校においては、「函館市教育振興基本

計画」の実現に向け、「変化する社会を生きる

力の育成」「地域とともにある学校づくり」を

主体的に進め、今年度における函館市の教育

に関する重点事項「『誰一人取り残さず個々

の可能性を最大限に引き出す教育』のために

～多様な子どもたちの『深い学び』を確かな

ものに～」の具現化を図った学校経営に専心

している。 

学校経営の責任者である校長は、現在の状

況を深く認識するとともに、使命と責任の重

さを自覚し、学習指導要領に基づいた教育課

程の充実や教職員の服務規律の徹底など、今

日的な学校教育課題の解決に向け、リーダー

シップを存分に発揮しなければならない。 

  そのため、本校長会は、研修活動を一層充

実させ、先見性や識見、人格など校長として

の資質を一層高めるとともに、堅固な連帯意

識の下、組織運営の活性化を図り、市民の負

託と信頼に応えるため、函館市の教育の充

実・発展に尽力しようとするものである。 

 

Ⅱ 活動の重点 

 １ 函館市の教育の充実・発展に努める。 

 ２ 学校の組織力を高め、信頼と秩序に基づ

く学校経営の充実に努める。 

 ３ 当面する教育課題の解決に向けての情報

交流を通し成果の交流・共有に努める。 

 ４ 学習指導要領にのっとり、教育課題及び

経営課題を的確に把握し、その解決に向け

て調査、研究交流・発信に努める。 

 ５ 校長自らが職能向上に励むとともに、教

職員の資質・能力の向上と働き方改革の意

識改革を定着させ、持続可能な後継者の育

成に努める。 

 ６ 函館市における教育の諸条件を的確に把

握し、その改善と整備・充実に努める。 

 ７ 教育関係機関及び団体と緊密な連携・協

力を図り、情報の収集と共有化に努める。 

 ８ 教職員の待遇改善及び福利厚生活動の充

実に努める。 

 ９ 会員の連帯意識を高め、本会の組織・運

営について充実・強化に努める。 

10 中学校長会との連携を強めるとともに将

来の学校数の減少を見越した組織の在り方

等についての検討を行う。 

11 第 70 回北海道小学校長会教育研究 函

館大会に向けての準備を進める。 

 



Ⅲ 各部の活動方針 

１ 経営部 

(1) 道小経営部との連携    

(2) 学校管理・運営に関する法規の研究に 

関すること 

(3) 校長の職能向上 

(4) 後継者育成に関すること 

 

２ 研修部 

(1) 学校運営に関する研修会の開催 

(2) 小学校長会研究大会（全連小・道小）

に関すること 

(3) 当面する教育課題に関する取組の企

画・実践・情報発信等 

(4) 各種研修会・講座等への協力 

(5) 関係機関・団体との連携 

 

３ 対策部 

(1) 道小対策部に関すること 

(2) 道小依頼調査に関すること 

(3) 教育予算資料に関すること 

(4) 教育実習生の受け入れの調整に関する

こと 

(5) 共済組合事業、教職員互助会に関するこ

と 

(6) 待遇改善に関すること 

(7) 諸会合の各種懇親会に関すること 

(8) その他、調査及び厚生、特研等に関する

こと 

 

４ 情報部 

(1) 刊行物の発注・配本 

(2) 道小・全連小の機関誌への執筆依頼、

原稿送付等 

(3) 小学校長会誌「教育春秋」第 49 号     

の編集・発行等 

(4) 「渡島管内教育関係管理職名簿」の取

りまとめと配付 

(5) その他の情報活動・渉外関係 

 

  

 

 

Ⅳ 役 員 

   会長     佐藤  豊（北美原小） 

   副会長      大室 文子（昭和小） 

        小笠原 学（戸井学園） 

寺崎  歩（北日吉小） 

田中 佳丈（大森浜小） 

小田 将之（八幡小） 

   監査        山本 公作（あさひ小） 

         長縄 達幸（日吉が丘小） 

         村田  稔（中の沢小） 

   事務局長    齊藤 精克（湯川小） 

   事務局次長  髙村 幸子（亀田小） 

   庶務幹事  若林 慎也（中央小） 

  会計幹事  酒井 光史（中部小） 

    経営部長  小濱  誠（東山小） 

研修部長  𠮷田 拓史（鍛神小） 

対策部長  笹原 史裕（えさん小） 

情報部長  栁澤  満（神山小） 

 

 

 

 


